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＜テーマ設定＞

春の散歩中に見つけた桑の実を「お散歩バック」に入れたところ、桑の実がつ
ぶれて子どもたちの手や服に色が付いたことに気が付き、関心をもった。そこ
で、「色がつく」「染まる」をテーマに子どもたちの活動を展開していく計画
を立てた。

◆令和7年度 幼児クラス（主に5歳児クラス）では、生活の中の様々な場面で、
「染める」ことに子どもたち自身が気付き関心をもてるように、活動を展開
しました。様々な環境と多様な遊びの中で、染まっていくことを楽しむ姿と
疑問・実践などを通し観察・記録することで、幼児クラスならではの気付き
や発見がありました。



幼児クラス

「染める」計画

４、５月…桑の実ジュース

６、７月…色水遊び

８月…滲み絵

９月…STEAM活動「染み込む」

１０月…Tシャツ染め【染料】

１１、１２月…草木染め【枇杷の葉】



子どもたちの気づきをきっかけに
染める活動を発展させながら意欲的に
取り組みました♪

毎週配信されるドキュメンテーション
にて、保護者の方々にも共有しました。



振り返り

春の散歩で意図しないタイミングや出来事をきっかけに、今回の活動のヒントが
得られた。異年齢での関わりの助け合いからも遊びや興味が生まれていた。子ど
もたちは自分たちの行事ではない時にも異年齢ならではの特色としてよく見てい
る事，覚えている事が分かった。染めに関しては、5歳児に限定したため子どもた
ちなりに考えた事を言葉にして質問する姿が多くあった。また、予想→調べる→
根拠を見つける→実践→振り返りというようなPDCAサイクルに似たようなことを

子どもたちが行っている事に気がつけた。保育者は具体的な指示はせず、興味の
広がりそうな材料を子どもたちの目の届く場所に用意する事で子どもたちの興味
がより広がったように思う。その気づきに寄り添い一緒に探求した事でより子ど
もたち目線の楽しさを感じられた。

大人が答えを伝えることは簡単で知識も増えるが、子どもたちがワクワクしなが
ら考え、気がつき、やってみるという経験や知識は、この時期ならではのもので
あるように感じるため、そういった機会を奪わないような声掛けが意識できると
良いなと気がつけた。
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